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携帯mの発熱式霧水量計を試作した。その原理構造の大要は火のようである。

(1) 異なったあIì捉率の 2 杭の霧水干dl捉装置を同時にlJjいた。第 1 の装置は湯水捕捉装置と

して 2 木のまfHい (1金総を平行に張ったもので ， t(Ç2 の装置は 1 木の制い棒状寒暖計である。と

れらのおIl捉装むは自然の安気の流れをほとんど乱さないで霧に店接曝されるc

(2) とれらの装置によって捕捉された霧水に一定量の濃硫酸を混入して発熱させ，その温

度一u十l-を読み取ってn日接に霧水量を測定する。

( 3 ) 1 回の測定時H\l は 5~10 分で p との川の霧水量の平均値と霧粒の平均半径とが同時に

ìJ!l1定される。

との装[72 をとのたびの霧の野外観測に使IIJ してみたがかなり良好な結果が件られた。 しか

し，まだ多少改良すべき部分があるが，論文にはその桃浩， ));O'll1，実際に使川した結巣の大要

を掲げた。
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